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「龍角散ののどすっきり飴」スティックタイプを手にする龍角散の藤井隆太社長（左）とニューロン製菓の矢沢孝樹社長（26日、甲府市）
龍角散（東京・千代田）は中国で需要が急拡大して品不足に陥った「龍角散ののどすっきり飴」のスティックタイプを増産するため、生産委託先のニューロン製菓（甲府市）と戦略的連携を結んだ。約10億円の資金を投じ、委託先の生産能力を倍増させる。中国市場で強い引き合いが続いており、攻めの投資で販売増を目指す。

両社トップが26日、甲府市内で記者会見して発表した。龍角散が生産設備を購入し、ニューロン製菓が自社工場に置いて稼働させる。現在300万本の月産能力を2024年9月までに600万本に引き上げる。龍角散は増産に必要なニューロンの求人活動も支援する。資本参加はしない。

のどすっきり飴は中国のゼロコロナ政策転換をきっかけに需要が急拡大し、日本国内からも製品が流出して店頭で欠品が相次いだ。龍角散は1月上旬に出荷を一時停止。3月中旬に販売を再開したが、今も品薄の状態が続いているという。

龍角散の藤井隆太社長は「新型コロナウイルス禍で当社製品の良さが中国に知れ渡った。現地からは商品が足りないとの声が今も強く、販売拡大の余地は大きい」とみている。

同社の23年3月期の売上高は約185億円を見込む。ニューロン以外の生産委託先にも増産を依頼しており、数年後の売上高倍増も視野に入れているという。




